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宜
野
湾
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

中
国
の
厦
門
へ
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
知
念
佳
奈
で
す
。

　
厦
門
に
来
て
三
カ
月
と
少
し
が
経
ち
、

中
国
で
の
生
活
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
か
ら
、
中
国
厦
門
の
様
々
な
こ

と
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

【
食
事
に
つ
い
て
】

　
初
め
の
頃
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
友
人

に
教
え
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
あ
る
中
国
料

理
の
中
か
ら
、
私
の
お
気
に
入
り
は
先
輩

の
優
奈
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
麻
辣
烫

と
い
う
自
分
で
具
材
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
る
ス
ー
プ
で
す
。

【
生
活
に
つ
い
て
】

　
私
は
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
中
が

授
業
な
の
で
、
午
後
は
友
達
と
図
書
館

通
い
を
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
休
み
の
日
に
は
映
画
を
観
に
行
っ
た
り

遠
出
し
た
り
、
中
国
で
は
日
常
生
活
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
事
ま
で
、

概
念
や
熱
量
が
日
本
と
全
く
違
う
の
で

日
々
新
鮮
で
驚
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
新
学
期
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
勉

強
や
日
々
の
生
活
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て

ど
ん
な
人
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
地
域
住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
自
ら
も

住
民
の
一
員
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
住
民

の
見
守
り
や
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱

さ
れ
た
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
ま

た
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
を

兼
ね
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
不
安
な
ど
、
児
童
に
関
わ
る
相

談
に
応
じ
、
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
区
域

担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
絡
役

と
な
っ
て
、
協
力
し
て
活
動
を
行
い
ま
す
。

任
期
・
給
与
・
実
務
に
つ
い
て

　
現
在
の
委
員
の
任
期
は
、
平
成
28

年
12

月
１
日
か
ら
令
和
元
年
11

月
30

日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

　
委
員
に
は
給
与
を
支
給
し
な
い
こ
と
が

法
律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

活
動
に
通
信
費
・
交
通
費
な
ど
の
経
費
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
委
員
個
人
に
対
し
て

活
動
費
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
住
民
の
相
談
・
支
援
活
動

②
地
域
福
祉
活
動
（
地
域
行
事
・
学
校
行

事
・
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
）

③
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
（
行
政
等

の
依
頼
に
基
づ
く
調
査
・
会
議
な
ど
）

④
民
生
委
員
・
児
童
委
員
同
士
の
情
報
交

換
や
研
修
（
月
１
回
の
定
例
会
・
勉

強
会
な
ど
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選

　
現
在
の
委
員
の
任
期
が
令
和
元
年
11

月

30

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
任
期
満
了
に

伴
い
今
後
全
国
一
斉
に
改
選
の
手
続
き
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

　
宜
野
湾
市
で
は
1
4
1
名
の
定
数
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
定
数
充
足
に
向
け
て
民

生
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【 

要
件 

】

　
75

歳
未
満
で
社
会
福
祉
に
対
し
理
解
と

情
熱
の
あ
る
方
。
時
間
的
な
余
裕
が
あ
り

活
動
時
間
を
確
保
で
き
る
方
。

留学記
ニイハオ！

中国厦門市
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第17期 海外留学生

知 念  佳 奈
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①厦門の有名なお寺

②何故か厦門でお土産として売っ

ていたシーサー

③隣の州にバスで旅行した時の

写真

④中国で有名な食べ物、火鍋

⑤コロンス島で撮った写真

⑥学校の近くのカフェのミルクティ

⑦中国語の授業を手伝ってくれる

学生さんとの写真

地域に寄り添う

  民生委員・児童委員・主任児童委員

宜野湾中学校区 主任児童委員　

我如古 怜子さん

嘉数区 民生委員児童委員

伊波 清正さん

「いつも心に太陽を」。お世

話になった地域に感謝の気

持ちをもって自分が出来る

ことをしていきたいです！

児童館や学校、地域の皆さ

んと協力しながら子ども達

のためにがんばります！！

新任民生委員

主任児童委員より一言

新任民生委員

主任児童委員より一言

▲2月21日、市長から新任民生委員・主任児童

委員へ厚生労働大臣からの委嘱状が伝達さ

れました。

【お問い合せ】

○民生委員の活動について　　　　　　　　　　　　　○民生委員の推薦について
　民生委員児童委員連絡協議会（市社会福祉協議会）：098-892-6525　　民生委員推薦会事務局（市福祉総務課）：098-893-4411（内線128・129）

　
第
三
遺
跡
の
特
徴
と
し
て
は
、
石
鏃
（
せ
き

ぞ
く
）
お
よ
び
そ
の
剥
片
（
は
く
へ
ん
）
が
出

土
し
て
お
り
、
石
鏃
製
作
跡
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
石
鏃
と
は
、
先
が
尖
っ
て
お
り
弓
矢
や
槍
の

先
に
つ
け
る
よ
う
な
、
加
工
さ
れ
た
石
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
第
三
遺
跡
で
は
地
表
面
で
採
取

さ
れ
た
製
品
も
あ
わ
せ
て
、
せ
ま
い
範
囲
で
十

一
点
の
石
鏃
と
九
〇
点
余
り
の
未
完
成
品
や
石

を
加
工
し
た
と
き
に
出
る
剥
片
な
ど
が
出
土
し

ま
し
た
。
石
鏃
の
材
料
と
な
っ
た
石
は
一
種
類

で
は
な
く
、
チ
ャ
ー
ト
や
石
英
、
沖
縄
に
は
な

い
黒
曜
石
で
で
き
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
こ
の
よ
う
な
資
料

か
ら
、
第
三
遺
跡
は
石
鏃
を
製
作
し
て
い
た
場

所
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
の
背
後
に
位
置
す
る
第
四
遺
跡
が
そ
の
時
代

の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
集
落
跡
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
真
志
喜
大
川
原
遺
跡
は
区
画
整
理
事
業
に
伴

う
工
事
で
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
発
掘

調
査
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
遺
跡
で
あ
っ
た
か

記
録
さ
れ
る
こ
と
で
宜
野
湾
市
の
歴
史
を
知
る

た
め
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
文
化
課

 

☎
８
９
３

-

４
４
３
０
　

は
じ
め
に

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
今
回
は
過
去
に
発
掘
調

査
を
お
こ
な
っ
た
真
志
喜
大
川
原
遺
跡
（
ま
し

き
う
っ
か
ー
ば
る
い
せ
き
）
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
真
志
喜
大
川
原
遺
跡
は
遺
跡
を
発
見
し

た
順
に
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
遺
跡
と
名

前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特
徴
的

な
遺
物
が
出
土
し
た
第
三
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

遺
跡
の
内
容

　
真
志
喜
大
川
原
第
三
遺
跡
は
、
宜
野
湾
市
真

志
喜
の
標
高
一
八
〜
一
九
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
台

地
に
位
置
す
る
貝
塚
時
代
中
期
頃
（
約
二
五
〇

〇
年
前
）
の
遺
跡
で
す
。
東
側
に
は
貝
塚
時
代

前
・
中
期
（
約
三
〇
〇
〇
年
前
〜
二
五
〇
〇
百

年
前
）
の
集
落
跡
で
あ
る
真
志
喜
大
川
原
第
四

遺
跡
が
在
り
ま
す
。

我
如
古
の
シ
ン
ボ
ル

　我
如
古
ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー
（
平
松
）

　
左
上
の
写
真
は
、
か
つ
て
我
如
古
ヒ
ラ
マ
ー

チ
ャ
ー
（
平
松
）
の
あ
っ
た
場
所
の
現
在
の
様

子
で
す
。
樹
齢
三
百
年
と
伝
わ
る
我
如
古
平
松

は
横
に
大
き
く
枝
を
の
ば
し
立
派
な
松
の
木
で

あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
戦
前
、
こ
の
平

松
の
下
は
広
い
ア
シ
ビ
ナ
ー
（
遊
び
庭
）
が
あ

り
、
旧
暦
三
月
三
日
に
は
サ
ン
グ
ヮ
チ
ャ
ー
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
左
の
「
我
如
古
ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー
」
の
写
真

を
み
る
と
、
幹
の
側
に
あ
る
標
柱
に
は
「
懸
内

傘
松
中
最
も
美
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
松
の
幹
は
大
人
五
〜
六
人
で
抱
え
る

ほ
ど
の
太
さ
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
我

如
古
ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー
近
く
の
道
は
、
琉
球
処

分
後
に
第
２
代
県
令
に
就
任
し
た
上
杉
茂
憲
が

沖
縄
本
島
の
村
落
を
巡
回
視
察
す
る
際
に
通
っ

た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　
1
9
6
4
（
昭
和
39

）
年
に
こ
の
平
松
は
沖

縄
戦
で
な
く
な
り
、
戦
後
、
２
代
目
の
松
が
旧

公
民
館
横
の
広
場
に
植
樹
さ
れ
、
1
9
8
7

（
昭
和
62

）
年
に
は
現
在
の
公
民
館
に
移
さ
れ

ま
し
た
。

平
松
の
側
に
は

　
　
我
如
古
平
松
や
　
枝
持
ち
ぬ
美
し
さ

　
　
我
如
古
美
童
ぬ
　
身
持
ち
清
ら
か
さ

と
い
う
平
松
の
美
し
さ
を
称
え
る
歌
詞
が
刻
ま

れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
宜
野
湾
の
南
口
の
玄
関
口
に
あ
っ
た
我
如
古

ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー
（
平
松
）
の
姿
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
我
如
古
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
人
々
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

 
 

市
立
博
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７
　

お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか？

181

▲我如古ヒラマーチャー（平松）のあった場所。枝は大きく伸び

31～33メートルはあったといいます。2019年（平成31）年4月

▲我如古ヒラマーチャー（平松）1930　　　　　

昭和5年頃『写真集ぎのわん』より

▲二代目平松　2019（平成31）年4月

の

〔其の43〕

▲真志喜大川原第一、二、三、

　四遺跡から出土した石鏃

う
え
す
ぎ  

も
ち
の
り


